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背景・課題、目標設定

取組内容・対策例 (1/2)

C（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価時）

約670km2

0 段 階 ：

平成4年度

その他

水環境改善

①積雪量（融雪量）が琵琶湖水位に与える影響（1月～4
月）
　積雪量（融雪量）や降水量が琵琶湖水位に与える影響
については明らかになっていない部分がある。そのため、
積雪量・融雪量、降水量と琵琶湖水位が回復する1月～4
月における水位との関係について整理した。
　その結果、少雪年と多雪年で積雪量は最大6倍程度の
差があったが、4月末の琵琶湖水位は少雪年においても
多雪年と同程度であった。一方で、積雪量と降水量が共
に少なかった年については4月末の琵琶湖水位の回復幅
が小さかったことが確認された。
　また、流入量に対する降水量および融雪量の相関係数
を確認したところ、融雪量よりも降水量の方が流入量に
対して強い相関関係があることが確認された。
　
②琵琶湖水位と降水量の関係（6月～9月）
　琵琶湖では管理開始以降、取水制限を伴う渇水は3か
年発生しているが、渇水に至る降水量の程度は不明であ
る。そこで、過去の渇水発生年に特に水位が低下した6
月～9月に着目し、管理開始以降において、この期間の
連続した2か月間で最も少ない降水量（以降、「2か月最
低降水量」という。）と渇水発生年との関係を整理した。
　その結果、2か月最低降水量140mm～160mm程度の間
に取水制限を伴う渇水発生の閾値があることが示唆され
た。

セ グ メ ン ト ： 0整 備 計 画 流 量 ：

その他

事業開始年度：

＜背景と課題＞
　水資源機構 琵琶湖総合管理所では、琵琶湖開発事業により整備した施設等により、琵琶湖を水源として大阪府
および兵庫県に向けて都市用水の供給を行っている。
　日本では近年、気候変動による水資源への影響が懸念されており、琵琶湖においても施設管理を開始した1992
年4月以降、気候変動に伴う影響が顕出されつつある。「河川法改正20年 多自然川づくり推進委員会」での提言で
もあるように、多自然川づくりを進めるにおいては、気候変動の影響を把握し考慮することが必要である。

＜目標＞
　気候変動による琵琶湖水位等への影響を把握するため、関連すると思われる以下の4つの項目についてデータを
とりまとめ検討した。
　①積雪量（融雪量）が琵琶湖水位に与える影響（1月～4月）
　②琵琶湖水位と降水量の関係（6月～9月）
　③全層循環の有無と下流供給水の水質の関係（11月～4月）
　④全層循環完了時期と気温の関係（11月～3月）

多自然川づくり取組事例

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：

事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：

タ イ ト ル ：

河川の流域面積：

その他

気候変動に伴う琵琶湖水位等への影響に関する一考察

淀川水系琵琶湖

維持管理

-m3/s

河 川 分 類 ：

課題・目的（主な）：
工 法 （ 主 な ） ：

気候変動により懸念される水資源への影響と

「河川法改正20年 多自然川づくり推進委員会」での提言の抜粋 使用したデータ

少雪年および多雪年の1月～4月における琵琶湖水位、

降水量日積算値および積雪量の経日変化

管理開始以降の6月～9月における2か月最低降水量
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ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

備考

独立行政法人水資源機構　琵琶湖総合管理所　管理課

③全層循環の有無と下流供給水の水質の関係（11月～4月）
　琵琶湖では全層循環がほぼ毎年確認されており、例年2月末ま
でに完了し、遅い年は3月に入って完了する。琵琶湖において、全
層循環が未完了であった場合、底生生物への悪影響や水質の悪
化などが報告されている。琵琶湖では、2006年度、2015年度、
2023年度で全層循環に遅れが生じ、2018年度、2019年度は全層
循環が未完了であった。これらは気候変動が一因であるといった
報告がある。そこで、琵琶湖の全層循環と琵琶湖流末付近の水
質の関係についてクラスター分析により確認した。
　その結果、全層循環が正常に完了した年度とそれ以外の年度
に分類された。全層循環の未完了や遅れが生じるような特異的
な年度については、琵琶湖流末付近の水質にも差が生じることが
示唆された。

④全層循環完了時期と気温の関係（11月～3月）
　琵琶湖の全層循環の有無は気候変動の影響を受けていると
いった報告があり、全層循環の引き金を気温の変化からある程
度表現できる可能性があることから、気温と全層循環の関係につ
いてとりまとめた。
　その結果、日平均積算気温が11月から起算して1月末時点で約
760℃・日以上、2月末時点で約920℃・日以上に達していた全て
の年度において全層循環の未完了や遅れが生じていたことが確
認された。これは、日平均積算気温で当該年度の全層循環が正
常に完了するか否かをある程度予測できることを示唆した。

電話番号 077-574-0680

＜結果とアピールポイント＞
今回、4つの項目について検討を行い、以下の知見が得られた。

①積雪量（融雪量）が琵琶湖水位に与える影響（1月～4月）
→1月～4月の琵琶湖水位上昇に与える影響は、積雪量（融雪量）に比べて降水量の方が大きいことが示唆された。

②琵琶湖水位と降水量の関係（6月～9月）
→琵琶湖の夏季に生じる渇水は一定期間の降水量に規定されていることが示唆された。

③全層循環の有無と下流供給水の水質の関係（11月～4月）
→琵琶湖流末付近の水質は全層循環の有無等で体系的に分類されることが確認された。

④全層循環完了時期と気温の関係（11月～3月）
→ある時点で日平均積算気温が一定値以上に達していると、その年度の全層循環に未完了または遅れが生じる可
能性があることが示唆された。

＜今後の対応方針＞
　今回、気候変動による琵琶湖水位等への影響について、気温や積雪量、降水量等のデータを用いて検討を行っ
たが、ごく限られた環境要因やデータを用いた検討となっているため、今後、他の環境要因やデータも取り入れて精
度を向上させることが必要不可欠である。
　今後、適応策や緩和策の検討など気候変動への対応が必要不可欠となるため、水資源機構　琵琶湖総合管理所
では引き続き、気象や水質等の状況を監視し、データの蓄積およびとりまとめを実施していく。

問合せ先

クラスター分析の結果

11月～翌年3月の日平均積算気温と全層循環の関係


